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仙
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万
葉
集
に
は
、
儒
教
を
始
め
老
荘
・
神
仙
の
思
想
の
影
響
が
少
な
か
ら
ず
見

ら
れ
る
。
万
葉
集
と
こ
れ
等
漢
土
恩
想
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も

か
な
り
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
説
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
そ
の

中
で
内
田
泉
之
助
氏
は

題
材
の
借
用
に
止
ま
り
思
想
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
顕
著
な
影
響
は
見
受

け
ら
れ
な
い
。
（
中
略
）
中
国
思
想
が
歌
人
の
思
想
を
牽
制
し
支
配
し
た
点

は
少
な
か
っ
た
と
恩
わ
れ
る
。
（
文
選
と
万
葉
集
）

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、
私
は
ど
う
も
こ
れ
に
は
賛
成
で
き
な
い
よ
う
に
思

う
。
な
ぜ
な
ら
、
上
代
文
学
に
お
い
て
、
漢
土
思
想
の
影
響
は
、
こ
と
に
強
い

も
の
が
あ
り
、
万
葉
集
の
放
に
し
て
も
特
に
思
想
歌
と
し
て
取
り
上
げ
よ
う
と



注
ー

す
る
人
も
い
る
程
で
あ
る
。
本
稿
私
は
、
こ
の
内
田
氏
の
説
に
対
す
る
疑
問
か

ら
発
し
、
仏
教
思
想
を
除
い
た
儒
教
・
老
荘
・
神
仙
思
想
に
つ
い
て
、
そ
受
の

容
態
度
、
作
歌
意
識
、
そ
れ
に
各
思
想
聞
の
関
係
等
を
中
心
と
し
て
、
当
時
の

人
が
ζ
れ
等
漢
土
思
想
を
い
か
に
受
け
と
め
て
い
た
か
、
そ
の
一
端
で
も
明
ら

か
に
す
る
事
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
た
次
第
で
あ
る
。

第

三己ι与
主手L

儒
教
思
想

ま
え
が
き

岡
田
正
之
氏
が

推
古
以
来
、
我
が
国
民
思
想
を
支
配
し
た
る
も
の
は
、
儒
仏
の
二
教
な
り
。

就
中
、
儒
教
は
実
生
活
に
一
大
関
係
を
有
せ
し
を
以
て
、
其
の
普
及
最
も
広

く
、
万
葉
集
に
其
の
思
想
の
流
露
す
る
は
、
当
然
の
結
果
な
り
。
（
近
江
奈

良
朝
の
漢
文
学
）

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
万
葉
集
に
お
い
て
も
、
儒
教
思
想
は
か
な
り
見

ら
れ
、
そ
れ
は
む
し
ろ
当
時
の
中
核
を
な
す
思
想
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
見
て
も

よ
い
よ
う
で
あ
る
。

さ
て
、
そ
の
万
葉
集
に
お
い
て
儒
教
を
詠
み
込
ん
だ
作
家
と
し
て
は
、
何
と

い
っ
て
も
先
ず
憶
良
が
上
げ
ら
れ
る
。
岡
田
氏
は
、
更
に
続
け
て
、

山
上
憶
良
は
、
万
葉
作
者
中
最
も
漢
文
学
に
深
く
和
歌
に
卓
絶
し
た
る
を
以

て
、
類
に
触
れ
て
儒
教
思
想
を
詠
み
、
我
が
国
民
の
徳
性
を
輔
相
顕
場
せ
ん

と
企
て
た
り
。
（
同
上
）

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
氏
の
言
わ
れ
る
通
り
、
憶
良
の
儒
教
思
想
は
、
宮
人
の

も
の
と
し
て
表
面
に
現
わ
れ
る
事
が
多
く
、
教
諭
的
な
方
法
を
も
っ
て
、
引
用

さ
れ
説
か
れ
る
場
合
が
多
い
。

こ
の
章
で
は
、
儒
教
思
想
を
最
も
よ
く
歌
い
込
ん
だ
右
憶
良
を
中
心
に
、
そ

の
受
容
態
度
を
見
て
い
き
た
い
。

て

婦

古
Uf
 

「
大
宰
帥
大
伴
卿
報
凶
問
歌
」
は
、
憶
良
が
旅
人
の
妻
（
一
説
に
は
憶
良
の

妻
〉
の
死
を
悼
ん
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
作
品
を
流
れ
る
全
体
の
雰

囲
気
と
し
て
は
、
仏
教
的
無
常
観
が
主
体
を
な
し
て
い
る
。
が
、
そ
の
中
に
儒

教
的
用
語
「
三
従
」
「
囚
徳
」
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、

紅
顔
共
三
従
長
逝
、
素
質
与
四
徳
永
滅
。

と
い
う
風
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
三
従
」
は
、
礼
記
郊
特
牲
篇
、
儀
礼
喪
服

伝
、
孔
子
家
語
本
命
篇
（
略
〉
に
見
ら
れ
る
如
く
、
婦
人
の
徳
目
と
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。
叉
、
「
四
徳
」
は
、
周
礼
天
官
九
績
、
鄭
注
、
礼
記
昏
義
篇
、
曹

大
家
の
女
誠
に
見
ら
れ
る
如
く
、
「
婦
徳
」
「
婦
言
」
「
婦
容
」
「
婦
功
」
を

言
う
。
い
ず
れ
も
儒
家
の
書
に
見
ら
れ
仏
典
に
は
な
い
儒
教
的
色
彩
の
濃
い
語

で
あ
る
。

「
nJv

dμ

・

た
だ
此
の
作
で
は
、
「
三
従
」
「
四
徳
」
を
、
特
に
思
想
的
に
歌
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
年
を
取
り
、
容
色
の
衰
え
た
事
を
嘆
い
た
も
の
で
、
明

ら
か
に
無
常
観
的
な
思
想
で
あ
る
。
が
そ
の
婦
人
の
衰
え
を
表
わ
す
の
に
わ
ざ

わ
ざ
儒
教
的
な
語
句
を
用
い
た
所
に
、
大
い
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

思
う
に
、
憶
良
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
儒
教
思
想
を
表
わ
す
語
を
、
あ
え
て
仏

教
的
無
常
観
の
歌
の
中
に
、
詠
み
込
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
憶
良
の
知

識
教
養
の
中
に
外
な
ら
ぬ
強
い
儒
教
的
要
素
が
あ
り
、
そ
の
一
端
が
図
ら
ず
も

こ
こ
に
現
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

言
う
ま
で
も
な
く
儒
教
思
想
に
は
、
広
く
義
を
も
っ
て
、
社
会
秩
序
を
保

ち
、
君
命
に
身
を
捧
げ
る
と
い
う
一
面
が
あ
る
。
こ
れ
は
典
型
的
な
宮
人
の
思



想
で
も
あ
る
。
官
吏
は
当
時
最
も
多
く
外
来
思
想
を
受
け
取
る
立
場
に
あ
っ

た
。
当
時
六
朝
的
思
想
が
拾
頭
し
て
き
た
と
は
い
え
、
や
は
り
儒
教
思
想
は
奈

良
朝
の
中
核
を
な
す
思
想
で
あ
っ
た
と
思
う
。
当
時
の
政
治
の
規
範
た
る
律
令

及
び
詔
勅
に
至
る
迄
、
根
本
思
想
が
儒
教
思
想
で
あ
っ
た
事
か
ら
も
容
易
に
察

せ
ら
れ
る
。
即
ち
、
そ
の
国
司
の
一
人
で
あ
っ
た
憶
良
を
支
え
て
い
る
も
の

が
、
儒
教
思
想
で
あ
っ
た
事
は
疑
う
余
地
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

二
、
教
諭
的
意
識

憶
良
の
歌
に
は
、
官
吏
と
し
て
の
意
識
、
教
諭
的
態
度
が
特
に
顕
著
で
あ

る
。
そ
れ
は
「
令
反
感
情
歌
」
ぞ
見
て
も
良
く
解
る
。
こ
の
歌
に
関
し
て
内
問

氏
は
、岡

田
博
士
は
、
乙
れ
を
儒
教
思
想
を
詠
じ
た
代
表
作
品
と
し
て
い
る
が
、
作

者
自
体
ど
れ
丈
の
儒
教
的
信
念
が
あ
っ
た
か
は
受
け
取
り
難
い
。
観
念
と
し

て
或
は
言
語
の
遊
技
と
し
て
の
叙
述
に
終
っ
て
い
る
。
（
文
選
と
万
葉
集
）

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
が
果
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。

先
ず
作
中
に
あ
る
「
一
二
綱
」
「
五
教
」
の
語
に
つ
い
て
見
る
に
、
コ
一
一
納
」

斗
品
、

三
綱
者
何
謂
也
、
謂
君
主
、
父
子
、
夫
婦
也

0

・
・
故
君
為
臣
之
綱
、
父
為
子

之
綱
、
夫
為
妻
之
綱
。
（
白
虎
通
、
礼
記
呂
東
菜
文
係
）

と
あ
る
如
く
、
君
臣
・
父
子
・
夫
妻
聞
の
道
徳
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
「
五

教
」
は
、

4

4

 

慎
徽
五
典
、
五
典
克
従
〈
尚
書
舜
血
（
）

と
あ
り
、
伝
に
、

五
典
五
常
之
教
。
父
義
、
母
慈
、
兄
友
、
弟
恭
、
子
孝
。

と
説
明
し
て
い
る
。
叉
孟
子
勝
文
公
上
に
も
見
え
る
。
何
れ
も
仙
家
の
古
一
聞
に
見

ぇ
、
儒
教
思
想
を
表
わ
す
語
で
あ
る
。

次
に
、
こ
の
歌
の
内
容
を
考
え
て
み
る
に
、
こ
の
歌
は
、
「
倍
俗
先
生
」
と

称
す
る
人
に
、
ゴ
一
綱
の
道
を
一
不
し
、
五
常
の
教
を
明
ら
か
に
し
、
歌
を
贈
っ

て
、
其
の
惑
う
心
を
反
さ
し
め
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

大
陸
の
仙
人
思
想
の
弊
を
受
け
る
事
が
甚
だ
し
く
、
指
導
的
立
場
に
立
つ
者

と
し
て
は
、
こ
れ
を
看
過
す
る
を
得
な
い
で
こ
の
歌
と
な
っ
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
国
土
に
不
道
徳
者
の
存
在
を
許
さ
な
い
と
す
る
道
徳
的
気
鋭
は
十

分
に
摘
出
さ
れ
て
い
る
。
（
万
葉
集
金
註
釈
巻
五
）

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
実
際
に
、
道
家
、
老
荘
か
ぶ
れ
の
山
沢
亡
命
の
民

が
、
こ
の
よ
う
に
自
ら
倍
俗
先
生
と
名
の
り
、
自
由
気
俸
に
ふ
る
ま
っ
て
い
た

事
に
対
す
る
憶
良
の
教
諭
的
態
度
の
現
わ
れ
で
あ
る
。
内
田
氏
の
言
わ
れ
る

「
観
念
」
或
は
「
4

豆
諸
の
遊
技
」
と
し
て
の
叙
述
に
は
終
っ
て
い
な
い
。
い
か

に
も
儒
教
思
想
を
受
容
し
た
官
吏
と
し
て
の
憶
良
ら
し
い
作
で
あ
る
と
思
う
。

悩
艮
に
と
っ
て
儒
教
思
想
と
は
、
単
な
る
観
念
で
は
な
く
、
生
活
の
一
部
、
更

に
は
生
活
の
支
え
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。
岡
田
氏
も
、

「
令
反
惑
情
歌
」
は
、
明
白
に
道
徳
的
実
生
活
の
儒
教
主
義
を
闘
明
し
た
る

も
の
な
り
。
（
近
江
奈
良
朝
の
漢
文
学
）

と
述
ぺ
て
お
ら
れ
る
。

-46-

同
じ
く
儒
教
思
想
を
歌
い
込
ん
だ
も
の
に

「
悲
歎
俗
道
仮
合
即
難
易
去
難

留
詩
」
の

周
孔
之
垂
訓
、
前
張
三
綱
五
教
、
収
済
邦
国
。

が
あ
る
。
乙
の
歌
も
や
は
り
「
報
凶
問
歌
」
と
同
じ
く
、
仏
教
的
無
常
観
の
中

に
儒
教
思
想
を
教
諭
す
る
形
で
説
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
憶
良
の
歌
に
は
、
｛
吊
に
儒
教
的
教
諭
の
意
図
が
見
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
又
、
「
憶
良
誠
憧
頓
首
謹
啓
」
の
中
に
、



憶
良
問
、
方
岳
諸
侯
都
督
刺
史
、
並
依
典
法
、
巡
行
部
下
、
察
其
風
俗
。

と
い
う
く
だ
り
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
彼
は
官
人
の
意
識
に
満
ち
た
人
で
あ
っ

た
。
人
の
上
に
立
ち
、
指
導
し
て
い
く
立
場
の
彼
と
し
て
は
、
律
令
の
根
本
思

想
た
る
儒
教
を
、
部
落
民
に
教
諭
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
が
仕
事
の
一
部
だ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

五
、
敬

老

巻
十
六
「
竹
取
翁
偶
逢
九
箇
神
女
腹
近
狗
之
罪
作
歌
一
首
弁
序
」
の
歌
に
、

（
前
略
）
古
の
賢
し
き
人
も
、
後
の
世
の
か
た
み
に
せ
む
と
老
人
を
送
り
し

車
持
ち
還
り
来
し

と
い
う
敬
老
を
説
い
た
く
だ
り
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
「
敬
老
」
の
思
想
に

つ
い
て
は
、
従
来
ま
だ
儒
教
思
想
と
し
て
特
に
取
り
上
げ
た
も
の
を
見
な
い

が
、
こ
れ
は
な
お
検
討
を
要
す
る
。

有
名
な
孟
子
が
斉
の
宣
王
に
向
っ
て
王
道
を
説
い
た
所
に
、

王
欲
行
之
、
則
宣
反
其
本
失
。
五
敏
之
宅
樹
之
以
桑
。
宇
和
骨
一
中
砂
恥
貯

金
〈
。
鶏
豚
狗
議
之
畜
。
無
失
其
時
七
十
者
可
以
食
肉
会
。
白
畝
之
田
勿
奪
其

時
八
口
之
家
可
以
無
飢
失
。
謹
厚
序
之
教
申
之
以
孝
悌
之
義
。
骨
ム
伊
争
和
島

戴
於
道
路
怠
〈
。
老
者
衣
吊
食
肉
。
繁
民
不
飢
不
寒
然
市
不
王
者
未
之
有
也
。

（
梁
恵
王
上
）

と
あ
る
。
こ
れ
は
王
道
の
基
が
国
民
の
生
活
安
定
に
あ
る
事
を
強
調
し
た
も
の

で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
具
体
策
の
一
つ
と
し
て
、
「
頒
白
者
不
戴
於
道
路
失
」

「
老
者
衣
吊
食
肉
」
「
五
十
者
以
衣
島
」
「
七
十
者
可
以
食
肉
会
」
等
が
上
げ

ら
れ
て
い
る
。
特
に
老
人
に
対
し
て
荷
物
を
負
戴
さ
せ
ず
、
皇
巾
を
着
肉
を
食
べ

さ
せ
る
と
い
う
の
は
、
取
り
も
直
さ
ず
敬
老
乃
至
孝
行
の
精
神
に
外
な
ら
な

さ
て
ζ

の
歌
は
、
孝
子
伝
に
見
え
る
原
穀
の
故
事
を
引
用
し
、
老
人
そ
敬
す

べ
き
事
を
、
娘
子
等
に
向
っ
て
教
え
て
い
る
。
叉
そ
の
後
に
続
く
娘
子
等
九
人

が
各
々
詠
ん
だ
歌
に
も
、
老
人
の
言
に
黙
っ
て
従
お
う
と
す
る
「
敬
老
」
の
思

想
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
正
し
く
儒
教
思
想
の
一
つ
の
特
徴
を
な
す
教
諭
意
識

に
当
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
武
田
氏
は
、

こ
の
調
諌
体
は
、
憶
良
の
「
令
反
惑
情
歌
」
を
連
想
さ
せ
る
。
「
万
葉
集
全

註
釈
〉

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
こ
れ
は
両
作
品
の
「
菰
諌
体
」
即
ち
、
私
の
い
う
教
諭

意
識
に
つ
い
て
述
べ
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
教
諭
意
識
に
つ
い
て
は
既
に

度
々
述
べ
た
が
、
「
令
反
惑
情
歌
」
に
お
い
て
は
、
倍
俗
先
生
に
対
し
て
作
者

が
「
三
綱
五
教
」
を
説
く
。
同
様
に
「
竹
取
の
翁
の
歌
」
に
お
い
て
は
、
老
人

を
軽
蔑
す
る
娘
子
等
に
対
し
て
、
老
人
が
敬
老
の
思
想
を
説
く
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
全
く
同
じ
手
法
で
あ
る
。
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叉
こ
の
「
竹
取
の
翁
の
歌
」
に
つ
い
て
一
般
に
は
、
神
仙
思
想
の
代
表
作
品

と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
老
爺
が
仙
薬
を
煮
る
仙
女
に
逢
う
と
い
う
構
想

か
ら
で
も
容
易
に
推
察
で
き
る
。
し
か
し
、

辱
を
忍
び
辱
を
黙
し
て
事
も
川
旭
川
く
も
の
言
は
ぬ
先
に
わ
れ
は
寄
り
な
む
（
三

七
九
五
）

の
歌
を
取
っ
て
み
て
も
、
翁
の
一
一
呂
に
黙
っ
て
従
お
う
と
す
る
「
敬
老
」
の
思
想

を
歌
っ
て
い
る
事
、
更
に
契
沖
の
言
う
如
く
、
班
昭
の
「
七
誠
七
篇
」
の
第
て

謙
譲
恭
敬
、
先
入
後
己
、
有
善
実
名
、
有
悪
莫
辞
忍
辱
含
垢
、
常
苦
畏
健
、

是
謂
卑
弱
下
人
也
。

を
引
用
し
て
い
る
事
か
ら
も
、
儒
教
思
想
が
あ
る
事
は
十
分
認
め
ら
れ
る
。
神

仙
性
を
大
き
な
背
景
と
し
た
中
に
、
儒
教
思
想
を
教
諭
す
る
と
い
う
形
態
を
執

っ
て
歌
い
込
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。



第
二
章

老
荘
思
想

ま
え
が
き

唐
律
に
お
け
る
道
家
思
想
を
排
除
し
て

J

短
て
ら
れ
た
我
が
律
令
の
下
に
お
い

て
は
、
老
荘
思
想
は
必
ず
し
も
尊
重
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
即
ち
、
・

笑
亥
。
勅
内
外
交
武
百
官
及
天
下
百
姓
。
有
学
習
異
端
蓄
積
幻
術
。
医
魅
兇

阻
害
傷
百
物
者
。
首
斬
従
流
。
（
続
日
本
紀
四
月
発
亥
の
条
）

の
例
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
当
時
老
荘
思
想
は
政
策
に
合
わ
な
い
と
し
て

異
端
祝
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
よ
し
そ
れ
が
儒
教
の
よ
う
に
表
面
的

に
現
わ
れ
る
事
は
な
か
っ
た
に
し
て
も
、
か
な
り
当
時
の
人
の
心
に
浸
透
し
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。
越
智
広
江
が
「
懐
風
藻
」
の
中
に
、

文
藻
我
所
難
。
荘
老
我
所
好
。
行
年
己
過
半
。
今
夏
為
何
労
。
（
五
八
）

と
い
う
一
首
を
残
し
て
い
る
事
よ
り
、
官
衣
を
脱
い
だ
人
生
に
お
い
て
、
老
荘

の
境
地
を
楽
し
ん
だ
と
中
西
氏
が
述
べ
て
お
ら
れ
る
の
も
そ
の
一
端
を
示
す
も

の
で
あ
ろ
う
。
儒
教
思
想
が
宮
人
の
晴
れ
の
姿
の
中
に
現
わ
れ
る
と
す
る
な
ら

ば
、
老
荘
は
正
に
そ
の
盛
装
を
脱
い
だ
日
市
の
生
活
に
現
わ
れ
る
も
の
と
言
え

る
。
即
ち
老
荘
が
前
述
の
如
く
、
政
治
の
裏
面
に
お
い
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で

あ
る
だ
け
に
、
そ
れ
は
一
面
か
ら
見
れ
ば
む
し
ろ
本
当
の
意
味
で
の
人
間
性
の

現
わ
れ
で
あ
り
、
あ
る
が
ま
』
の
人
聞
の
姿
で
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。

さ
て
、
第
一
章
で
述
べ
た
儒
教
を
最
も
多
く
受
け
入
れ
た
と
見
ら
れ
る
憶
良

に
も
、
老
荘
・
神
仙
思
想
を
受
容
し
て
い
る
一
面
が
あ
る
。
例
え
ば
そ
れ
に
つ

ハ注
2
U

い
て
森
本
治
古
口
氏
は
、
「
令
反
惑
情
歌
」
の
倍
俗
先
生
に
お
け
る
「
天
」
そ
の

円注
3
V

他
の
老
荘
の
語
句
を
指
摘
し
、
吉
永
登
氏
は
、
「
竹
取
翁
の
歌
」
の
作
者
を
憶

良
で
は
な
い
か
と
し
て
お
ら
れ
る
。
た
だ
前
者
に
お
い
て
は
、
老
荘
思
想
は
む

し
ろ
否
定
さ
れ
た
形
で
用
い
ら
れ
て
い
る
し
、
儒
教
思
想
に
比
べ
れ
ば
そ
の
比

重
は
か
な
り
小
さ
い
。
又
後
者
に
お
い
て
も
憶
良
説
は
、
あ
く
ま
で
も
仮
説
で

あ
る
。
つ
ま
り
森
本
・
吉
永
両
氏
と
も
、
そ
の
中
に
老
荘
思
想
を
こ
と
さ
ら
認

め
て
お
ら
れ
る
訳
で
は
な
く
、
憶
良
に
お
け
る
老
荘
思
想
は
極
め
て
少
な
い
。

従
っ
て
こ
こ
で
は
、
旅
人
の
老
荘
思
想
を
詠
じ
た
代
表
作
品
の
一
つ
「
讃
酒

歌
」
を
中
心
に
、
巻
十
六
の
三
八
五
一
の
歌
に
つ
い
て
内
田
氏
の
見
解
を
考
え

あ
わ
せ
な
が
ら
、
当
時
の
老
荘
思
想
の
一
端
を
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

一
、
讃

酒

歌

）
 

川
円

出

典

旅
人
の
「
讃
酒
歌
十
三
首
」
（
3
・
三
三
八

1
三
五

O
）
に
つ
い
て
は
従
来

多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
出
典
に
つ
い
て
も
次
記
の
よ
う
に
、
実

に
多
く
の
も
の
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
内
田
氏
は
、

個
々
の
篤
に
出
典
を
求
む
れ
ば
、
な
お
幾
つ
か
を
上
げ
え
よ
う
が
、
こ
れ
を

全
体
と
し
て
通
読
す
る
時
は
、
七
賢
の
一
た
る
劉
伶
の
「
酒
徳
頒
」
（
文
選

四
部
叢
刊
本
に
よ
る
。
）
等
に
、
創
作
の
興
味
を
得
た
の
で
は
一
あ
る
ま
い

か
。
（
文
選
と
万
葉
集
〉

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
お
お
よ
そ
「
讃
酒
歌
」
の
出
典
と
思
わ
れ
る
も
の
を
あ

げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
表
及
び
各
説
略
）
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以
上
個
々
の
出
典
を
あ
げ
て
み
た
。
武
田
氏
は
、
全
体
的
に
こ
の

歌
」
を
見
て
、
．

こ
の
十
三
首
、
連
作
を
以
て
見
る
べ
き
で
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
の
組
織
は

な
い
。
唯
第
一
首
は
、
総
括
的
な
意
味
が
あ
り
：
・
。
（
後
略
）
（
万
葉
集
註

釈）

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
確
か
に
ζ
の
第
一
首
、

「
讃
酒



験
な
き
物
を
念
は
ず
は
、

（3
・
三
三
八
）

は
、
内
容
か
ら
見
て
も
総
括
的
な
意
味
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
て
み
る

と
、
も
し
内
田
氏
の
い
わ
れ
る
如
く
、
全
体
的
に
ど
れ
に
興
味
を
持
っ
た
か
を

論
ず
る
必
要
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
む
し
ろ
文
選
古
詩
十
九
首
に
興
味
を
も
っ
た

と
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。 一

杯
の
濁
れ
る
酒
を
、
飲
む
べ
く
あ
る
ら
し

と
に
か
く
旅
人
は
、
漢
土
の
故
事
を
引
用
す
る
事
等
に
よ
り
、
酒
と
い
う
も

の
を
語
り
た
か
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
故
さ
ま
ざ
ま
な
出
典
が
あ
っ
て

当
然
だ
し
、
か
え
っ
て
そ
の
方
が
知
識
者
と
し
て
の
面
白
も
大
い
に
立
つ
と
い

う
事
に
も
な
る
。
い
ろ
い
ろ
な
出
典
が
上
げ
ら
れ
る
中
で
、
ど
れ
が
旅
人
に
一

一
興
味
を
与
え
た
か
と
い
う
答
を
出
す
事
は
、
乙
の
場
合
余
り
意
味
が
な
い
で

あ
ろ
う
し
、
一
つ
に
限
定
す
る
必
要
も
更
に
な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

（ロ）

思

想

中
西
氏
は
、
「
讃
酒
歌
」
に
つ
い
て
、

竹
林
の
七
賢
の
欲
し
た
も
の
も
酒
で
あ
っ
た
と
歌
う
の
は
、
決
し
て
知
識
の

回
想
で
は
な
い
。
そ
の
世
外
の
姿
に
ひ
た
と
目
を
当
て
た
か
ら
だ
。
（
万
葉

史
の
研
究
〉

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
氏
の
い
わ
れ
る
通
り
、
私
も
叉
、
確
か
に
こ
の
中
に
は
、

何
ら
か
の
思
想
的
な
意
図
が
あ
っ
た
事
が
伺
え
る
よ
う
に
思
う
。

門注
8
）

和
辻
哲
郎
氏
は
、

と
の
世
に
し
楽
し
く
あ
ら
ば
、
来
む
世
に
は
虫
に
も
鳥
に
も
我
は
な
り
な
む

（3
・
三
四
八
）

の
歌
を
仏
教
的
輪
廻
の
思
想
と
し
て
お
ら
れ
る
が
、

生
け
る
者
遂
に
も
死
ぬ
る
も
の
に
あ
れ
ば
、
こ
の
世
な
る
聞
は
楽
し
く
を
あ

ら
な
〈
3
・
三
四
九
）

を
も
合
わ
せ
て
、
青
木
正
児
氏
は
、

仏
教
の
来
世
恩
想
の
混
入
は
あ
る
が
、
根
本
思
想
は
、
場
末
の
快
楽
説
か
ら

来
て
い
る
の
で
、
現
耳
目
清
淡
の
徒
の
聞
に
渡
っ
て
い
た
思
想
の
影
響
で
あ
ろ

う
。
〈
支
那
文
学
芸
術
考
）

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
二
首
の
意
味
か
ら
し
で
も
、
作
者
の
い
わ
ん
と
す
る
も

の
は
、
来
世
の
事
で
な
く
、
来
世
の
事
を
考
え
ず
に
こ
の
世
で
楽
し
く
過
ご
そ

う
、
こ
の
世
で
楽
し
け
れ
ば
、
来
世
は
ど
う
で
も
か
ま
わ
な
い
と
い
う
主
旨
の

も
の
で
あ
る
。
中
西
氏
も
こ
の
立
場
を
取
っ
て
お
ら
れ
る
し
、
仏
教
の
輪
廻
思

想
と
す
る
よ
り
は
、
現
世
の
享
楽
的
態
度
と
見
る
方
が
妥
当
だ
と
恩
わ
れ
る
。

更
に
武
田
氏
は
、

彼
の
精
神
上
の
不
幸
は
、
仏
教
を
も
っ
て
救
う
事
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
（
万
葉
集
全
註
釈
）
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と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
旅
人
の
根
本
思
想
に
か
な
り
強
く
老
荘
思
想

の
あ
る
事
を
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
旅
人
の
「
讃
酒
歌
」
に
お
け

門
店
也

7》

る
立
場
を
、
「
あ
そ
び
」
（
高
木
市
之
助
氏
）
と
し
た
り
、
「
自
ら
調
子
に
の
っ

ハ注
8
）

門

注

9
v

た
よ
う
な
趣
」
（
五
味
保
義
氏
）
「
中
国
の
隠
士
き
ど
り
の
発
想
で
趣
味
性
」

（
中
西
氏
）
等
と
い
ろ
い
ろ
に
評
し
て
お
ら
れ
る
。

し
か
し
、
旅
人
の
作
歌
事
情
を
考
え
て
み
る
時
、
ど
う
し
て
も
そ
乙
に
表
わ

れ
た
老
荘
的
思
想
性
と
い
う
も
の
を
否
定
す
る
事
は
で
き
な
い
。
更
に
、

賢
し
み
と
物
い
ふ
よ
り
は
、
酒
飲
み
て
酔
突
き
す
る
し
ま
さ
り
た
る
ら
し

（
三
四
一
）

言
は
む
す
べ
せ
む
す
べ
知
ら
に
、
貴
き
も
の
は
酒
に
し
あ
る
ら
し
（
三
四
三
）

世
の
中
の
遊
び
の
道
に
す
ず
し
き
は
酔
突
す
る
に
あ
る
べ
く
あ
る
ら
し
（
三

四
七
〉



黙
然
居
り
て
賢
し
ら
す
る
は
、
酒
飲
み
て
酔
泣
す
る
に
な
ほ
及
か
ず
け
り

（
三
五

O〉

等
の
歌
に
も
、
前
述
の
い
か
ん
と
も
し
難
い
旅
人
の
心
情
が
、
実
に
よ
く
表
わ

れ
て
い
る
と
思
え
る
。
淋
し
さ
に
ど
う
し
ょ
う
も
な
く
酒
を
飲
み
、
酔
突
き
す

る
旅
人
。
歌
の
至
る
所
に
そ
の
心
情
と
い
う
も
の
が
手
に
取
る
よ
う
に
伺
え
、

読
む
者
の
心
に
伝
わ
っ
て
く
る
。
自
分
の
淋
し
さ
を
「
雪
一
口
は
む
す
べ
せ
ひ
す
べ

知
ら
に
」
と
歌
い
、
「
酒
飲
み
て
酔
突
き
す
る
」
の
が
一
番
だ
と
切
々
に
歌
い

あ
げ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
心
境
は
、
老
荘
的
虚
無
思
想
に
共
鳴
し
て
い
る
と
い

う
事
が
で
き
る
。
「
な
す
術
を
知
ら
ず
」
に
、
た
だ
「
酒
に
お
ぼ
れ
」
「
酔
突

き
す
石
」
事
に
よ
っ
て
淋
し
さ
を
紛
ら
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
旅
人
は
少
し
も
酔
う
事
は
出
来
ず
に
、
一
層
虚
無
感
と
い
う
も
の
を
味
わ

っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

第
三
章

神
仙
思
想

ま
え
が
き

中
西
氏
は
そ
の
著
書
「
万
葉
史
の
研
究
」
の
中
で
、
「
遠
遊
」
「
高
唐
賦
」

「
神
女
賦
」
「
洛
神
賦
」
等
を
あ
げ
、
神
仙
思
想
の
流
れ
を
説
明
し
て
お
ら
れ

る
。
乙
れ
等
神
仙
思
想
の
代
表
的
作
品
は
、
万
葉
集
に
も
か
な
り
の
影
響
を
与

え
て
い
る
。
神
仙
思
想
の
中
心
の
一
つ
は
、
不
老
不
死
、
羽
化
登
仙
の
仙
薬
を

求
め
る
事
に
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
不
老
不
死
と
し
て
の
神
仙
思
想
が
、
万

葉
集
で
は
い
か
に
現
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
遊
於
舘
蜘
河
」
の
構
想
が
遊
仙
趣
味
の
最
も
す
ぐ
れ
た
翻
訳
で
あ
る
事

は
、
中
西
氏
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
し
、
古
沢
未
知
男
氏
は
そ
の
著
書
「
漢
詩
文

引
用
よ
り
見
た
万
葉
集
の
研
究
」
の
中
で
、
「
遊
於
松
浦
・
刈
」
と
「
遊
仙
窟
」

「
洛
神
、
高
唐
賑
」
と
の
比
較
を
表
に
し
詳
し
く
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
「
竹
取

（注
U
〉

翁
の
歌
」
〈
村
山
・
三
七
九
一
〉
も
柿
村
重
秘
氏
に
よ
り
、
神
仙
思
想
の
影
響
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
又
房
前
に
あ
て
た
淡
等
謹
状
の
「
梧
桐
日
本
琴
一
面
」
の

構
想
（
5
・
八
一

O
、
八
一
一
〉
、
高
橋
虫
麿
の
「
水
江
浦
島
」
の
長
歌
（
？
・

一
七
四
0
・
一
七
四
一
）
に
つ
い
て
も
、
神
仙
性
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

ζ
の

よ
う
な
物
語
或
は
構
想
と
し
て
の
影
響
と
ま
で
は
い
か
な
く
と
も
、
単
に
個
人

的
な
思
い
を
述
べ
た
作
品
に
も
そ
れ
は
か
な
り
現
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
神

仙
思
想
の
若
返
り
が
詠
ま
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
「
員
外
思
故
郷
歌
」
二
首

①
わ
が
盛
り
い
た
く
降
ち
ぬ
、
雲
に
飛
ぶ
薬
食
む
と
も
ま
た
変
若
め
や
も

（5
・
八
四
七
〉

②
雲
に
飛
ぶ
薬
食
む
よ
は
都
見
ば
、
い
や
し
き
わ
が
身
ま
た
変
若
ぬ
べ
し

（
5
・
八
四
八
）

を
始
め
と
し
て
、

③
わ
が
盛
り
ま
た
変
若
め
や
も
ほ
と
ほ
と
に
、
奈
良
の
都
を
見
ず
か
な
り

な
む
ハ
3
・
一
二
三
一
）

わ
が
手
本
ま
か
む
と
念
は
む
ま
ず
ら
を
は
、
変
れ
定
め
白
髪
生
ひ
た
り

（
4
・
六
二
七
〉

白
髪
生
ふ
る
事
は
恩
は
ず
変
若
水
は
、
か
に
も
か
く
に
も
求
め
て
行
か

む
（
4
・
六
二
八
）

我
妹
子
は
常
世
の
国
に
住
み
け
ら
し
、
昔
見
し
よ
り
変
若
ま
し
に
け
り

（

4
・
六
五

O）

古
ゆ
人
の
言
ひ
く
る
老
人
の
、
変
若
と
い
ふ
水
ぞ
名
に
負
ふ
滝
の
瀬

（6
・一

0
2一四）

古
綱
の
ま
た
を
ち
か
へ
り
、
青
丹
よ
し
奈
良
の
都
を
ま
た
も
見
む
か
も

〈6
・一

O
四
六
）

天
橋
も
長
く
も
が
も
高
山
も
高
く
も
が
も
、
月
読
の
持
て
る
変
若
水
、
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い
取
り
来
て
君
に
ま
つ
り
で
変
若
え
し
む
か
も
（
怜
・
三
二
四
五
）

と
い
う
具
合
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
神
仙
思
想
が
歌
い
込
ま
れ
て
い
る
。
当
時
の

歌
人
が
こ
の
神
仙
思
想
を
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
て
い
た
の
か
、
又
「
遊
仙

窟
」
及
び
そ
れ
を
模
し
た
「
遊
於
松
浦
河
」
の
神
仙
性
・
好
色
性
と
い
う
二
点

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

一
。
神
仙
思
想
の
受
容
態
度

右
に
あ
げ
た
個
々
の
歌
、
及
び
構
想
的
影
響
の
も
の
に
つ
い
て
そ
の
受
容
態

度
を
見
る
に
、
こ
れ
に
は
二
つ
の
型
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

刷
、
④
か
ら
⑨
ま
で
の
歌
は
、
素
直
に
神
仙
思
想
に
対
す
る
あ
こ
が
れ
或
は

そ
れ
に
近
い
も
の
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
神
仙
思
想
の
最
も
一
般
的
な
受

け
取
り
方
と
見
て
良
い
。

同
、
①
②
③
の
歌
で
は
、
仰
の
場
合
と
多
少
趣
き
を
異
に
し
て
い
る
。
①
②

の
歌
で
は
「
食
む
と
も
（
よ
は
）
」
と
い
い
、
③
で
は
「
変
若
め
や
も
」
と
反

語
の
「
や
」
を
用
い
て
い
る
。
つ
ま
り
仙
薬
を
飲
ん
で
も
若
返
り
は
し
な
い
と

い
う
の
で
あ
る
。
旅
人
の
心
に
老
の
嘆
き
が
芽
ば
え
た
時
、
彼
は
神
仙
に
出
て

く
る
不
老
不
死
の
仙
薬
を
思
い
浮
か
べ
て
み
る
。
し
か
し
仙
薬
に
よ
っ
て
若
返

る
事
は
で
き
な
い
。
自
分
を
若
返
ら
せ
る
も
の
は
、
都
に
帰
る
事
だ
と
い
う
境

地
に
至
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
よ
り
一
一
層
左
遷
さ
れ
た
事
の
悲
し
み
が
深
く
な

る
の
で
あ
ろ
う
。

料
、
前
述
の
個
人
的
述
懐
に
現
わ
れ
る
外
、
こ
れ
は
物
語
的
虚
構
の
中
に
お

い
て
も
見
る
事
が
で
き
る
。
例
え
ば
「
水
江
浦
島
」
を
取
っ
て
み
る
に
、
こ
れ

は
海
岸
に
生
育
し
た
異
郷
説
話
の
一
つ
が
あ
る
文
筆
家
に
取
り
あ
げ
ら
れ
て
、

神
仙
思
想
と
結
合
し
仙
女
に
逢
う
物
語
と
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
が
こ

の
中
で
浦
島
は
、
約
束
に
反
し
て
箱
を
ひ
ら
く
。
そ
れ
が
た
め
に
浦
島
は
遂
に

不
死
の
人
と
な
り
得
な
か
っ
た
訳
で
あ
る
。
乙
れ
も
同
と
同
じ
く
、
や
は
り
一

度
神
仙
の
境
に
身
を
置
い
て
も
、
す
ぐ
に
現
実
の
世
界
に
帰
っ
て
し
ま
う
の
で

あ
る
。こ

の
よ
う
に
考
え
て
み
る
と
、
不
老
不
死
の
神
仙
思
想
は
現
実
の
世
界
に
あ

っ
て
、
常
世
に
生
き
た
い
、
若
返
り
た
い
と
い
う
人
間
の
夢
で
あ
り
、
希
望
で

あ
り
、
な
ぐ
さ
め
で
あ
り
、
理
想
で
あ
っ
た
訳
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
が
一
度

現
実
の
世
界
に
戻
る
と
、
否
定
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
と
し
て
返
っ
て
く

る
。
神
仙
思
想
は
、
や
は
り
夢
の
、
理
想
の
世
界
の
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
訳

だ
こ
の
よ
う
に
万
葉
集
に
お
け
る
神
仙
思
想
は
、
一
つ
に
は
純
粋
に
不
老
不
死

を
願
い
素
直
に
歌
っ
た
も
の
が
あ
る
が
、
一
方
で
は
し
ば
し
ば
、
現
実
に
戻
り

否
定
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
と
し
て
表
わ
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は

依
然
と
し
て
、
否
定
さ
れ
つ
つ
も
な
お
消
え
る
事
な
く
、
生
活
に
密
着
し
た
も

の
と
し
て
歌
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
夢
と
知
り
つ
つ
も
そ
れ
に
あ

こ
が
れ
、
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
人
間
性
と
い
う
も
の
が
、
実
に
あ
り
あ
り
と
現

わ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
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以
上
、
仏
教
思
想
を
除
い
た
漢
土
思
想
の
主
な
も
の
1
1儒
教
・
老
荘
・
神

仙
思
想
に
つ
い
て
ほ
ん
の
一
面
を
見
て
き
た
。

儒
教
思
想
は
憶
良
の
作
品
に
最
も
多
く
現
わ
れ
、
し
か
も
そ
れ
に
は
官
人
の

立
場
と
し
て
の
教
諭
意
識
が
多
分
に
伺
わ
れ
る
。
例
え
ば
「
婦
徳
」
「
敬
老
」

「
親
子
の
情
」
等
に
し
て
も
皆
教
諭
と
い
う
形
が
取
ら
れ
て
い
る
。

老
荘
思
想
は
、
当
時
異
端
祝
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
盛
装
を
脱
い

だ
生
活
に
お
い
て
よ
く
歌
わ
れ
て
い
る
。
旅
人
の
「
讃
酒
歌
」
に
は
、
老
荘
的



虚
無
感
が
よ
く
伺
え
、
コ
一
八
五
一
番
の
歌
は
、
純
粋
に
老
荘
思
想
を
詠
み
込
ん

だ
も
の
と
見
ら
れ
る
。
老
荘
思
想
は
、
そ
の
表
わ
れ
方
も
儒
教
と
全
く
対
照
的

に
、
自
分
の
心
情
を
被
歴
す
る
場
合
が
多
い
。

神
仙
思
想
は
、
物
語
的
虚
構
及
び
個
人
的
述
懐
と
し
て
現
わ
れ
、
そ
の
傾
向

は
老
荘
と
同
じ
く
公
的
な
場
で
な
く
、
実
生
活
の
場
合
が
多
い
。
不
老
不
死
、

羽
化
登
仙
の
一
一
聞
を
持
つ
神
仙
思
想
は
、
現
実
か
ら
の
逃
避
、
あ
こ
が
れ
、
夢

で
あ
り
、
一
旦
現
実
に
戻
る
と
否
定
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
と
し
て
返
っ
て

く
る
。
し
か
し
、
そ
の
現
実
の
姿
を
知
っ
て
い
な
が
ら
、
な
お
あ
乙
が
れ
ざ
る

を
得
な
い
人
間
性
を
よ
く
現
わ
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
等
三
つ
の
思
想
を
全
体
的
に
見
て
先
ず
気
付
く
事
は
、
各

々
の
思
想
が
殆
ん
ど
一
つ
の
作
品
に
単
独
の
形
で
表
わ
れ
る
事
が
な
い
と
い
う

事
で
あ
る
。
老
荘
と
神
仙
の
よ
う
に
お
お
よ
そ
系
統
を
同
じ
く
し
、
思
想
的
に

似
通
っ
て
い
る
も
の
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、
相
反
す
る
老
荘
と
儒
教
、
共
通
す
る

一
面
も
あ
る
が
、
一
般
に
異
質
の
も
の
と
さ
れ
る
仏
教
と
老
荘
と
い
う
も
の

が
、
一
つ
の
歌
に
並
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
仏
教
と
儒
教
を
併
用
し
て
い
る
も
の
に
、
「
報
凶
問
歌
」
「
悲
歎

俗
道
仮
合
即
難
易
去
難
留
詩
」
「
恩
子
等
歌
」
「
老
身
重
病
経
年
辛
苦
及
恩
児

等
歌
七
首
」
「
哀
世
間
難
住
歌
」
等
が
あ
り
、
叉
老
荘
・
神
仙
と
儒
教
と
を
合

わ
せ
た
も
の
に
「
令
反
惑
情
歌
」
「
竹
取
翁
の
歌
」
が
あ
る
。
殆
ん
ど
全
て
の

場
合
こ
の
よ
う
に
二
つ
以
上
の
思
想
が
合
わ
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
体
何

を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
こ
れ
に
は
三
通
り
の
解
釈
が
で
き
る
よ
う

に
思
う
。

ー
、
思
想
が
徹
底
し
て
い
な
か
っ
た
事
。
換
言
す
れ
ば
思
想
が
本
当
に
自
分

の
も
の
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
事
を
意
味
す
る
。

2
、
自
己
の
教
養
の
広
さ
を
示
す
意
図
が
見
ら
れ
る
事
。

前
項
の
一
由
と
関
連
す
る
が
、
作
者
に
何
ら
か
の
意
味
で
、
自
分
の
教
養

の
広
さ
を
示
す
意
図
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
は
あ
く
ま
で

単
な
る
教
養
の
程
度
に
止
ま
り
、
そ
の
域
を
出
た
も
の
で
な
い
事
、
つ
ま

り
思
想
的
に
徹
底
し
て
い
な
か
っ
た
事
に
も
な
る
。
内
田
氏
の
「
万
葉
集

〔
注
目
）

に
お
い
て
儒
教
或
は
老
荘
思
想
が
稀
薄
で
あ
る
」
と
い
う
見
解
も
、
恐
ら

く
こ
れ
と
同
じ
で
あ
ろ
う
。

3
、
思
想
を
徹
底
さ
せ
よ
う
と
し
た
事
。

作
者
が
述
べ
よ
う
と
す
る
思
想
を
徹
底
さ
せ
る
た
め
に
、
こ
と
さ
ら
相
反

す
る
思
想
或
は
類
似
す
る
思
想
を
引
用
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
亡
の

手
法
は
憶
良
に
よ
く
見
ら
れ
る
。
彼
が
主
と
し
て
教
諭
的
な
意
味
で
、
仏

教
或
は
送
荘
思
想
と
並
列
的
に
儒
教
思
想
を
説
い
て
い
る
の
は
、
そ
の
血
一

型
的
な
例
で
あ
ろ
う
。

ζ
れ
は
又
他
の
作
家
に
も
見
ら
れ
る
手
法
で
あ

る。
乙
れ
等
三
つ
の
解
釈
の
中
で
私
は
、
第
三
の
見
解
が
最
も
妥
当
だ
と
考
え

る
。
確
か
に
当
時
の
人
達
が
ど
こ
ま
で
漢
土
思
想
を
理
解
し
、
自
分
の
も
の
に

し
て
い
た
か
は
解
ら
な
い
し
、
そ
の
受
容
態
度
も
作
家
に
よ
り
え
」
ま
ざ
ま
で
あ

る
が
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
限
り
に
お
い
て
は
、
思
想
性
も
ま
た
少
な
か
ら
ず

認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
又
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
憶
良
が
儒
教
思
想

を
持
ち
出
す
た
め
に
、
論
理
の
展
開
の
一
段
階
と
し
て
、
仏
教
或
は
老
荘
思
想

を
用
い
て
い
る
事
か
ら
で
も
、
容
易
に
迎
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
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